
（速報値）新型コロナウイルス等による事業所への影響と支援策等へのニーズ調査 

 

調査数  ４３９事業所 

回答数  １９９事業所（４５．３％） 

調査時期 令和４年５月 

 

（１）業種について 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）新型コロナウイルス感染症による売上への影響について 

影響ありと回答した事業所が７５％と全体の 3/4 を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（３）直近 3ヶ月（R4.2 月～4 月末）の売上状況（前年同月比） 

売上が 1割以上増加している事業者の割合は 13％、逆に 1割以上減少している割合は 

60％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）売上減少と回答した方のみ、売上減少が続く期間の見通し 

割合の高い３項目としては、市場・需要の減少が 26％、取引・受注のキャンセル・延期が 

17％、営業活動の制限（営業日数・時間等）16％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（５）今回の新型コロナ感染拡大により、事業活動において受けた影響や課題（複数回答） 

   課題の割合が高い順位として、市場・需要の減少が 27％、営業活動の制限が 16％、感染 

症対策の負担増が 15％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）原油高・資源高による業績への影響について 

既にマイナスの影響があると回答した割合が 61％、今後マイナスの影響があると回答し 

た割合が 27％と合わせて 88％の事業所が、マイナスの影響があると回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（７）ロシア・ウクライナ情勢による業績への影響について 

既にマイナスの影響があると回答した割合が 34％、今後マイナスの影響があると回答し 

た割合が 33％と合わせて 67％の事業所が、マイナスの影響があると回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）今後の事業活動上で懸念されることについて（上位５つの複数回答） 

   上位では、原油高等による燃料費・電気代高騰が 16％、既存客・需要の回復が 14％、価 

格転嫁への懸念が 12％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（９）今後必要と思われる支援について（複数回答） 

   補助金・助成金支援拡充が 50％、人材確保・育成支援が 17％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他自由意見として 

【影響や課題について】 

・仕入価格、ガソリン値上がり、品不足 （飲食業） 

・客数減（その他サービス業） 

・部品の入手困難（製造業（機械・金属・電気）） 

・観光客の減少（小売業） 

・電力料金高騰の為、電力の使い方 

・材料が入ってこない（建設業） 

・濃厚接触者や子どや学級閉鎖で休む方が多く、一時的ではあるが労働力の減少 

が困った。（製造業（繊維、化学、医療、化粧品） 

・燃料費高騰（建設業） 

・商品納期の遅延（納期不明）（建設業） 

 

【事業活動上の懸念】 

・取引先の価格の値上げ 

・インボイスへの対応 

 

【自由回答】 

・4月、5月連休などは県外のお客様も多く忙しかったけれど、1月・2月保育 

園、学校などコロナ感染者が多かったときは最悪でした。食用油、小麦粉、肉 

系などいろいろ現在料の高騰で悩んでいます（飲食業） 



・以前よりスポーツ団体様などの大口予約が減り売上に影響はあります。がビジ 

ネスの方のお泊りは変わらずありますのでしっかり休養時と思い、コロナが 

広まらないよう感染対策に力を入れてしずかに過ごしたいです。困りごとは 

特にありません。（宿泊業） 

・コロナ感染対策助成金により、本来なら倒産しているべき企業までゾンビのご 

とく生き残り、逆に残るべき企業の足を引っ張っています。過度の助成が悪影 

響を及ぼしています。（小売業） 

・福井県はＲ4.1 上旬より拡大警報を出し、その後特別警報に切り替え更に 5/29 

まで拡大警報が続いている。県は県外客の流入を自己責任により控えて欲し 

いと指示している。感染を考えれば、県外客を断れと指示しているに等しい。 

これは営業をするなという事である。（宿泊業） 

・濃厚接触者になったときの自宅待機中の保証制度等がないか知りたい（運輸業） 

・予約のキャンセル増（サービス業） 

・飲食店としてコロナだけではなく健康増進法も影響があります。法律を守らな 

い飲食店が多く見受けられ法律を守らないのに支援は受けられる。正直者が 

損をするようなことがないように厚生労働省と連携して監視警告摘発を行っ 

て欲しい。法律を守っているところは客足を落とし、守っていないところは客 

足を伸ばしているのが現状です。（飲食業） 

・自営業としての道筋が不透明すぎてどうしていいかもわかりません。建築業な 

ので組合が積極的に動くよう促して欲しいです。（建設業） 

・何時もお世話になっておりますので、又、何かの時には宜しくお願いします。 

・新規の事業について、スタートアップの補助金、助成金の情報が欲しい。また、 

いかに人手をかけずに事業を展開するかの助言が欲しい。 

 


